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【はじめに】 

中赤外領域には分子の振動に由来する多数の吸収線が存在し、呼気診断や燃料分析など様々な分野での

応用に向けて、様々な分光法について研究が行われている。特に呼気診断においては、リアルタイムに複数の

分子種を識別するため、高速であり、高分解能・高帯域な中赤外分光系が必要である。我々は中赤外光コムを光

源として，超高次分散素子と 2 次元アレイ型ディテクタによる中赤外分光システムの構築を行ってきた。昨春の学

会では、リアルタイム測定が可能な、高感度・高分解能である 3-5 µm帯の中赤外分光システムの構築を報告した

[1]。3-5 µm 帯には主に軽い分子の鋭い吸収線が存在し、高分解能な分光系が必要である。一方で、芳香族化

合物といった重い分子の広い線幅を持つ吸収線や分子固有の複雑な吸収スペクトルが存在している 8-12 µm帯

には、より広帯域な分光系が必要となる。また、中赤外光の強度の安定性の点より光学素子を減らすことが求めら

れた。本研究では、より広帯域な分光に向けて 8-12 µm帯における中赤外分光システムの構築を行った。 

【実験】 

実験のセットアップを図 1に示す。繰り返し周波数 100 MHzの Yb添加ファイバーレーザーを光源とし、Yb添

加ファイバー増幅器で光増幅した。増幅後のパルスエネルギーは 55 nJであった。長さが 50 mmのフォトニック結

晶ファイバーを用いた白色光発生により光スペクトルの広帯域化を行った。得られたスペクトルを図 2 に示す。得

た 0.9,1.1 µm帯の光と 1 µmの基本波との差周波発生により中赤外光コムを生成した。差周波発生における非線

型光学結晶には GaSe を用いた。中赤外光を回折格子により分散させて、中赤外カメラにより検出した。検出によ

り得られた画像より中赤外光の帯域は 1 µmほどであった。講演では、中赤外分光系のセットアップについてと Ge

イマージョン回折格子を用いた回折格子対により二次元に分散させて得られるエシェルグラムについて報告する。 
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図 1. Experimental setup. YDFA: Yb-doped fiber amplifier,  PCF: Photonic crystal 

fiber,  MIR: Mid-IR  

 

図 2. Pump and signal spectrum from PCF 
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